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□為替レートは、１ドル：109.8円、１ユーロ：124.3円、１元：16.9円です。前年同期比で、円はドル、
ユーロ、元に対して円高となりました。また、その他の通貨に対しても、同様に円高となりました。

□2016年度第1四半期の連結売上高は、前年比▲12.7％減収の3,892億円、営業利益は
▲40.1％減益の297億円となりました。営業利益率は▲3.4ポイント減の7.7％です。

□純利益は▲52.1％減益の155億円です。

□大幅な減益の要因は、①円高の影響、②販売量の減少、③再生部品の在庫の評価減、④中国で
のリテールファイナンス債権の追加引き当ての４つがあげられます。尚、③と④については当四半期
の特異要因です。



□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲12.0％減収の3,451億円、セグメント利益は▲37.8％
減益の263億円となりました。円高の影響と、戦略市場における販売量の減少等が影響しました。

□リテールファイナンスについては、2016年度より建設機械・車両セグメントから独立しております。
資産の減少と、円高の影響により売上高は前年同期比▲14.1％減収の118億円、セグメント利
益は、主に中国で引当金の追加計上を行ったことにより、▲49.9％減益の18億円となりました。

□産業機械他の売上高は、▲22.3％減収の347億円、セグメント利益は▲47.8％減益の17億円と
なりました。鍛圧機械等の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外による減収が影響しました。
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□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲11.7％減収の3,434億円となりました。

□CISと中国を除く地域で売上が減少しました。比率は、アジア・中南米等戦略市場における減少が
大きく、伝統市場が50％に増加しました。



□売上高は前年同期比▲472億円の減収です。 円高による▲345億円のマイナス影響に加え、中近
東・インドネシア等戦略市場での需要減少による物量減が影響しました。

□セグメント利益については、前年同期比▲160億円の減益、利益率は前年同期比▲3.2ポイント悪
化し7.6％となりました。固定費の削減を行ったものの、円高と物量減等が影響しました。物量差
他の内訳は、約1/3が純粋な物量差で、そのほかは、4ページにも記載しました再生部品の在庫の
評価減などが要因となっております。
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□リテールファイナンスの総資産は、円高の影響及び中国・オセアニア等での債権残高の減少により

前年度末比で▲492億円減少し、6,023億円となりました。円高の影響は▲564億円で、実質は

+72億円増加しました。

□収益は、一部堅調な地域があったものの、円高の影響もあり、前年同期比で減収となりました。

また、利益も、主に中国で引当金を追加計上したことにより、減益となりました。
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□産業機械他部門は、半導体業界の安定的な設備稼働に支えられてギガフォトンの売上げが堅調だったも

のの、鍛圧機械等の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外による影響により、売上高は前年比

▲22.3％減収の347億円となりました。

□セグメント利益は、売上減少の影響が響き、17億円、セグメント利益率は前年比で▲2.4ポイント減の

4.9％となりました。
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□総資産は前年度末比で、▲1,952億円減少しました。為替の影響が▲1,623億円あり、これを除け

ば、実質は▲329億円の減少です。

□受取手形・売掛金は、前年度末比で▲1,069億円減少しておりますが、そのうちの約半分強が為替

の影響によります。

□借入金・社債は▲265億円減少しましたが、為替の影響が▲288億円含まれております。

□株主資本比率は同+0.5ポイント増の58.5％となりました。
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□2016年度第1四半期の世界需要は、前年同期比▲11％の減少となった模様です。

□一部堅調な地域はあるものの、日本、北米、中国、中近東およびインドネシア等の需要が

減少しました。

□年間の需要は、地域によって多少の上振れ、下振れがあるものの、全体としては期初見通

しから変更ございません。



□2016年度第1四半期の日本の需要台数は、前年同期比▲24％減少しました。

□レンタル向けを中心に排ガス規制関連の反動減が継続しています。
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□ 2016年度第1四半期の北米の需要は、前年同期比で▲12％減少しました。

□アメリカでは、住宅市場の緩やかな増加を背景に、一般向け需要は堅調です。一方、レン

タル向けは低迷しました。

□カナダはエネルギー分野向けを中心に引き続き低迷しています。
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□2016年度第1四半期の需要は、前年同期比+1％増加となった模様です。

□ドイツを中心とした主要市場に加え、北欧・南欧が堅調でした。
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□2016年度第1四半期の中国の需要は、前年同期比▲20％の減少となりました。

□年間の需要見通しは、本年度もマイナスを想定しておりますが、足元では、マイナス幅が

縮小しており、車両の月平均稼働時間もプラスが継続しております。
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□ 2016年度第1四半期の東南アジアの需要は、前年比▲4％減少となりました。

□最大市場のインドネシアでは低水準の需要が継続していますが、タイ・マレーシアは堅調
です。



18



19

□2016年度第1四半期の鉱山機械の需要は前年同期比▲35％減となった模様です。

□需要全体の回復は2017年度以降になると考えており、2016年度の需要については、期初見通

しから変更ございません。
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□2016年度第1四半期の鉱山機械の売上高は、前年同期比▲15％減の983億円、為替の影響

を除くと▲4％の減少となりました。

□鉱山機械本体の売上高は、為替の影響を除くと微増しましたが、一部地域での休車の増加

やオーバーホールの延期などで、部品・サービスの売り上げは減少しています。
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□ 2016年第1四半期の部品の売上高は、前年同期比▲14％の878億円、為替の影響を除くと

▲4％減となりました。内訳は、一般建機が▲2％減、鉱山機械は▲6％減という状況で

す。



22



23



24



25



26



27



28



29

□鉱山機械新車の、受注と売上の指数の推移を示しております。

□グラフは、直近6ヶ月間の新車の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。
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□産業機械の、受注と売上の指数の推移を示しています。グラフは、直近6ヶ月間の受注額を、同じく

6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。


